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ご
卒
業
お
め
で
と
う
。

本
学
園
が
第
2
世
紀
の
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
た
こ
の
と
き
、
諸
君
も
ま
た

大
い
な
る
人
生
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
で
す
。

諸
君
は
本
学
に
お
い
て
、
機
械
工

学
、
電
気
電
子
工
学
、
建
築
学
、
シ

ス
テ
ム
工
学
、
情
報
工
学
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

実
験
、
研
究
、
設
計
、
制
作
に
、
研

究
室
に
泊
り
込
む
な
ど
し
て
打
ち
込

ん
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
、
諸
君
に
エ
ン
ジ
ニ
ア

魂
を
育
ん
で
き
た
日
々
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
工
業
大
学
の
強
み
は
、
理
論

を
現
場
に
活
か
す
実
工
学
を
そ
な
え

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
実
工
学
と
は
、
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
、
実
行
す
る
工
学
で

あ
り
、
ま
だ
形
に
さ
れ
て
い
な
い
理

論
を
実
現
す
る
工
学
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
力

を
、
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
意
志
を
、

み
な
ぎ
ら
せ
て
き
た
の
が
、
本
学
で

の
学
び
の
積
み
重
ね
だ
と
胸
を
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
時
代
に
技
術
を
学
ん

だ
者
と
し
て
、
人
生
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
踏
み
出
す
諸
君
は
、
諸
君
が
活

躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
、
こ
の

地
球
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
気
候
変
動
、
い
わ
ゆ
る
地
球

温
暖
化
問
題
は
、
今
や
待
っ
た
な
し

で
す
。
南
太
平
洋
の
国
々
の
水
没
の

危
機
は
進
行
し
て
お
り
、
日
本
に
お

い
て
も
温
暖
化
は
、
米
作
へ
の
影
響

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
油

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
浮
上
し
た

バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
世
界
の

食
糧
問
題
の
脅
威
と
い
わ
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
な
ど
炭
酸
ガ
ス
排
出
超
大

国
も
、
よ
う
や
く
他
の
国
と
と
も
に

取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
は
じ
め
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。
日
本
は
京
都
議
定

書
以
来
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

諸
君
の
職
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
企

業
に
お
い
て
は
、
環
境
対
応
は
、
よ

り
シ
ビ
ア
で
あ
る
で
し
ょ
う
。
も
は

や
環
境
配
慮
と
い
っ
た
ゆ
る
い
も
の

で
は
な
く
、
数
値
が
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
企
業
と
し
て
の
生
き
残

り
を
か
け
、
他
社
よ
り
も
数
値
と
し

て
優
位
に
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
っ
た
競
争
の
時
代
に
突

入
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
調
査
会
社
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
技
術
ト

レ
ン
ド
の
第
一
位
に
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
環
境
に
優
し
い
情
報
通
信
技
術

だ
と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

調
査
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
と
っ
て
、
環
境
は
も
は
や
優

先
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
技
術
的
課
題
な
の
で
す
。

環
境
負
荷
を
限
り
な
く
ミ
ニ
マ
イ

ズ
す
る
生
産
シ
ス
テ
ム
、
消
費
ス
タ

イ
ル
を
作
り
出
す
こ
と
が
、
21
世
紀

の
人
類
の
課
題
で
す
。
実
現
す
る
工

学
た
る
実
工
学
の
自
負
を
も
っ
て
、

諸
君
に
、
こ
の
大
き
な
仕
事
に
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
今
日
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

責
務
を
果
た
し
、
か
つ
社
会
か
ら
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
始
め
る
諸
君
と
、
第
2
世

紀
を
歩
む
本
学
と
が
、
と
も
に
実
工

学
の
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

学
位
を
取
得
さ
れ
た
諸
君
、
ま
こ

と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
学
園
は
昨
年
、
創
立
1
0
0
周

年
を
迎
え
、
そ
れ
を
機
に
、
新
時
代

の
工
業
教
育
の
磁
場
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
や
制
度
を
整
え
ま
し
た
。
狙
い

は
、
〈
技
術
〉
〈
知
識
〉
そ
し
て
〈
情

報
〉
が
従
前
に
も
ま
し
て
経
済
の
駆

動
力
に
な
っ
て
い
く
と
指
摘
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
産
業
資
本
主
義
の

時
代
に
、
新
た
な
学
び
の
手
立
て
が

飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
諸
君
も
、
い

ま
こ
の
場
か
ら
で
も
時
代
に
即
応
す

る
気
構
え
、
自
分
な
り
の
新
た
な
知

の
枠
組
み
を
据
え
直
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
ま

す
ま
す
厳
し
さ
の
度
を
増
す
時
代
変

化
の
渦
中
に
お
い
て
、
企
業
や
諸
官

庁
な
ど
各
組
織
社
会
で
期
待
さ
れ
る

業
績
や
責
務
を
遂
行
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
昨
今
の
企
業
社
会
な
ど

で
は
、
「
日
本
は
没
落
す
る
！
」
「
も

は
や
経
済
の
一
流
国
で
は
な
い
！
」

と
指
摘
さ
れ
る
さ
な
か
で
、
生
き
残

り
を
か
け
て
、
有
能
か
つ
ヤ
ル
気
の

あ
る
人
材
育
成
に
躍
起
で
す
。

諸
君
の
活
躍
の
舞
台
で
あ
る
〈
も

の
づ
く
り
〉
の
世
界
で
希
求
さ
れ
る

能
力
と
は
、
諸
々
の
ア
イ
デ
ア
を
具

現
化
す
る
高
度
な
専
門
技
術
に
あ
る

こ
と
は
言
を
俟
ち
ま
せ
ん
が
、
よ
り

己
の
活
躍
の
場
を
拡
げ
る
た
め
に
は
、

果
敢
に
ア
イ
デ
ア
を
産
み
出
せ
る
知

力
。
加
え
て
、
そ
の
企
画
製
品
が
社

会
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う

る
か
、
ふ
か
く
洞
察
で
き
る
見
識
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
知
力
や
見
識

な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
第

一
に
、
つ
ね
に
耳
目
を
働
か
せ
て
世

の
中
の
事
象
や
動
向
を
観
察
す
る
こ

と
。
そ
し
て
第
二
は
、
次
々
に
生
起

す
る
技
術
革
新
に
対
処
で
き
る
、
専

門
知
の
学
び
直
し
が
肝
要
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
こ
こ
に
諸
君
へ
の

は
な
む
け
と
し
て
「
自
己
陶
冶
」
（
と

う
や
）
と
い
う
言
葉
を
声
を
大
に
し

て
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
い
添
え
れ
ば
「
陶
」
と
は
焼
き

物
を
造
る
、
ま
た
「
冶
」
と
は
冶
金

の
治
で
金
属
を
精
錬
す
る
と
い
う
意

味
で
す
が
、
転
じ
て
、
人
間
も
時
に

焼
き
を
入
れ
、
鍛
え
る
と
い
う
こ
と

を
や
ら
な
い
と
、
も
の
に
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
最
高
の
教
育
を
受
け
た
人
間

で
も
、
の
ち
の
自
己
陶
冶
を
怠
る
と
、

尊
敬
さ
れ
る
人
間
や
社
会
に
役
立
つ

人
物
に
は
な
り
得
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
今
後
は

己
の
力
で
道
を
切
り
拓
い
て
行
く
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。
道
を
切
り
拓
く
基

礎
的
な
方
法
論
に
関
し
て
は
、
す
で

に
諸
君
は
大
学
で
教
え
を
受
け
て
い

る
は
ず
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
参
照
し

な
が
ら
自
分
な
り
の
生
き
る
道
筋
を

見
出
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

大
学
院
へ
進
ま
れ
る
諸
君
は
、
ど

う
か
研
究
に
邁
進
し
て
、
い
い
論
文

を
仕
上
げ
て
下
さ
い
。
先
生
方
も
諸

君
の
独
創
的
な
眼
差
し
を
、
心
待
ち

し
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
で
は
、
時
に
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
等
に
も
大
い
に
親
し
み
、
ど
う
か

心
ゆ
た
か
な
人
生
を
築
き
上
げ
て
く

だ
さ
い
。
諸
君
の
ご
健
闘
を
、
衷
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

実
現
す
る
工
学
を
そ
な
え
た

エ
ン
ジ
ニ
ア

学長　柳澤　章

自
己
陶
冶
の
堅
持
を
！

理事長　大川陽康

100周年記念の平成19年度が終
わろうとしているが、学園第二
世紀はこれからが本番。今後も
変わらぬ御支援をお願いしたい。
左は、100周年記念シンボルマ
ーク。無限を表す「メビウスの
環」をモチーフとしてデザイン
されている。

学
生
の
声
を
活
か
す
運
営
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邦
夫
、
田
渕
大
、
田
村
聡
昭
、

中
田
康
、
西
岡
京
治
郎

エ
ン
ジ
ン
工
房
　
6
名

青
木
隆
浩
、
君
島
一
弘
、
鈴
木

裕
也
、
原
口
雄
大
、
森
本
容
弘
、

割
田
親
都

2
×
4
木
造
建
築
工
房
　
1
名

佐
竹
忍

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
工
房

4
名

舘
山
慈
人
、
根
本
安
曇
、
増
田

亮
、
茂
木
佑
介

■
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ラ

イ
マ
リ
ー

も
の
づ
く
り
入
門
工
房
　
27
名

許
昌
龍
、
高
瀬
鍛
、
中
澤
康
志
、

茂
木
一
歩
、
吉
田
尚
弘
、
井
内

敬
人
、
大
堀
英
之
、
笠
井
真
吾
、

皆
川
侑
太
、
山
澤
逸
郎
、
出
居

祐
哉
、
岡
田
尚
久
、
小
川
聡
一
、

柏
本
真
司
、
平
山
義
剛
、
山
城

剛
司
、
加
藤
駿
規
、
川
上
紘
史
、

三
浦
章
慶
、
石
垣
大
介
、
笠
井

俊
春
、
小
林
明
博
、
小
柳
真
樹
、

齋
藤
章
裕
、
鈴
木
明
文
、
奈
良

和
俊
、Kanchan

M
anandhar

物
理
体
感
工
房
　
3
名

小
松
拓
哉
、
小
澤
一
義
、
山
崎

洵電
子
創
造
工
房

1
名

郡
司
一
仁

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
工
房

4
名

趙
正
陽
、
植
田
恵
理
、
岡
崎
文

香
、
小
林
恭
子

判
断
力
を
身
に
つ
け
た
学
生
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
レ
ッ
ジ
マ

イ
ス
タ
ー
」
、
「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ

ス
タ
ー
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」
の
称

号
が
与
え
ら
れ
る
。

本
年
度
、
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
は
次
の
5
工
房
か
ら
23
名

が
認
定
さ
れ
、
学
位
記
授
与
式

で
認
定
証
と
金
メ
ダ
ル
が
与
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
「
カ
レ
ッ
ジ
マ

イ
ス
タ
ー
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」
は

4
工
房
か
ら
35
名
が
誕
生
す
る
。

授
与
式
は
、
来
年
度
4
月
の
学

科
専
門
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

時
に
行
わ
れ
る
。

■
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

機
械
加
工
工
房
　
5
名

池
田
紀
龍
、
市
川
賢
一
、
菅
原

光
洋
、
杉
原
光
、
平
久
悦
之

型
技
術
工
房
　
7
名

天
野
耕
平
、
木
暮
祐
一
、
榊
山

機械加工工房の学生たち

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

カレッジマイスター 23名

誕生

本
専
門
職
大
学
院
も
こ
の
3

月
で
い
よ
い
よ
累
積
で
1
0
0

人
を
超
え
る
技
術
経
営
修
士
を

送
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ

う
ど
3
年
前
の
こ
の
季
節
に
期

待
と
不
安
に
入
り
混
じ
る
中
で

新
し
い
大
学
院
を
開
校
し
た
頃

の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
感
慨

も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

20
代
後
半
か
ら
70
歳
ま
で
の

年
齢
の
違
い
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
職
歴
や
人
生
経
験
す
べ
て

が
異
な
る
多
彩
な
社
会
人
学
生

相
手
の
日
々
は
、
我
々
教
職
員

に
と
っ
て
も
新
鮮
か
つ
ス
リ
リ

ン
グ
な
体
験
で
あ
る
。
彼
ら
と

の
交
流
は
教
室
内
で
の
講
義
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
学
外
、
つ
ま

り
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣
の
居

酒
屋
で
の
深
更
に
ま
で
及
ぶ
熱

い
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
も
決

し
て
珍
し
く
な
い
。

本
大
学
院
と
し
て
も
夏
学
期
、

冬
学
期
の
期
初
に
行
わ
れ
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
わ
せ

て
学
生
と
教
職
員
の
「
意
見
交

換
会
」
を
開
催
し
て
学
生
の
意

見
、
提
案
を
聞
く
機
会
を
設
け

て
い
る
。
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
の
別
な
く
、
学
生

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
提
案

は
出
来
る
限
り
本
大
学
院
の
運

営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
種
の

学
生
の
真
摯
な
声
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
、
事
務
室
の
運
営
体
制

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
り
、
あ

る
い
は
こ
の
4
月
か
ら
始
ま
る

20
年
度
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
定
に
つ
な
が
る
な
ど
、
学

生
達
の
声
は
、
今
や
、
本
大
学

院
運
営
の
重
要
な
要
素
に
な
っ

て
い
る
。

有
名
な
ト
ヨ
タ
の
「
カ
イ
ゼ

ン
」
で
は
社
員
達
か
ら
毎
年
、

1
0
0
万
件
以
上
の
意
見
や
提

案
が
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
中

に
は
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
大
変

な
数
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
員

達
の
真
摯
な
声
が
あ
っ
て
こ
そ

世
界
企
業
と
し
て
の
ト
ヨ
タ
が

存
在
し
て
い
る
。

社
会
人
大
学
院
も
教
職
員
の

み
で
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
に
は
学
生
達
の
積
極
的
な

参
画
が
欠
か
せ
な
い
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

教
授
（
教
務
委
員
長
）

宇
野
永
紘

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
、
タ
イ
、
イ
タ
リ
ア
、

モ
ン
ゴ
ル
各
1
で
あ
る
。

修
了
生
の
16
名
が
本
学
学
部

へ
進
学
す
る
ほ
か
、
大
学
院
へ

の
進
学
と
研
究
生
希
望
が
計
3

名
い
る
。
別
に
、
19
年
秋
季
入

学
の
2
名
が
、
成
績
優
秀
に
よ

り
学
部
へ
の
進
学
を
果
た
し
た
。

本
学
の
教
育
の
柱
、
工
房
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
全
学
的
に
整
備
・
構
築

さ
れ
、
本
年
度
は
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
エ
ク
セ
レ
ン
ト
11
工
房
、
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
4

工
房
の
計
15
工
房
が
活
動
し
た
。
こ

れ
ら
の
工
房
で
技
を
磨
き
総
合
的
な

留
学
生
別
科
日
本
語
研
修
課

程
の
修
了
証
書
授
与
式
が
、
3

月
1
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
学

友
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

今
回
の
修
了
者
は
、
平
成
19
年

春
季
入
学
生
36
名
と
18
年
秋
季

入
学
生
2
名
の
合
計
38
名
。

国
別
で
見
る
と
、
中
国
29
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
各
2
、

留
学
生
別
科
38
名
修
了

学長から記念品目録を受取る別科生代表

（

）

カレッジマイスター
プライマリー 35名



【
機
械
工
学
科
】

（2） 平成20年3月20日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第151号

卒
業
生
一
覧
3
月
20
日
付

確
定
者

平

成

十
九
年
度

早
期
卒
業

機
械
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

建
築
学
科



こ
の
賞
は
「
日
本
工
業
大
学
学
生

表
彰
規
定
」
に
従
っ
て
平
成
18
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
、
今
年
度
は
平
成
19

年
3
月
20
日
の
学
位
記
授
与
式
に
お

い
て
、
各
学
科
の
学
業
成
績
が
特
に

優
れ
、
か
つ
人
物
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
た
学
部
生
15
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

受
賞
者
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

（3） 平成20年3月20日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第151号

シ
ス
テ
ム
工
学
科

【
機
械
工
学
専
攻
】

【
電
気
工
学
専
攻
】

【
建
築
学
専
攻
】

【
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
】

【
情
報
工
学
専
攻
】

【
機
械
工
学
専
攻
】

【
電
気
工
学
専
攻
】

【
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
】

大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
生

●
博
士
前
期
課
程

●
博
士
後
期
課
程

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
修
了
生

◎
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
学
位
記
授
与
式

3
月
20
日
（
木
）

（予定）

【
技
術
経
営
専
攻
】

●
専
門
職
学
位
課
程

◎
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
学
位
記
授
与
式

3
月
22
日
（
土
）

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

3月20日　学位記授与式に

学長賞受賞者を表彰

学
部

学　　科 氏　　名 出身校

機械工学科

電気電子工学科

建築学科

システム工学科

情報工学科

●平成19年度 「学長賞（学部生）」候補者一覧

情
報
工
学
科



今
年
度
は
2
0
1
社
の
参
加

を
得
て
、
2
月
21
日
か
ら
29
日

学
内
合
同
企
業
説
明
会

物
品
購
入
に

「
た
の
め
ー
る
」導
入

最
近
の
環
境
活
動

「
日
本
工
業
大
学
に
お
け
る
予

算
執
行
の
不
正
防
止
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
発
注

か
ら
納
品
に
至
る
過
程
の
透
明

性
が
高
い
ウ
ェ
ブ
調
達
シ
ス
テ

ム
「
た
の
め
ー
る
」
を
導
入
し

た
。
平
成
19
年
12
月
か
ら
事
務

部
門
に
お
け
る
消
耗
品
等
の
購

入
手
段
と
し
て
運
用
を
開
始
。

今
後
、
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
財
務
部
）

環
境
特
別
講
演
会

平
成
19
年
12
月
7
日
（
金
）
、

様
々
な
環
境
問
題
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
鶴
田
佳
史
氏
を
お
招

き
し
、
「
地
球
温
暖
化
と
環
境
経

営
」
を
テ
ー
マ
に
環
境
特
別
講

演
会
を
実
施
し
た
。
多
く
の
学

生
が
参
加
し
、
環
境
共
生
意
識

の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

E
M
S
推
進
協
議
会

平
成
20
年
1
月
11
日
（
金
）
、

大
学
と
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

に
か
け
て
、
本
館
を
会
場
に
開

催
し
た
。
昨
年
度
は
9
割
の
学

生
が
参
加
し
、
約
4
割
が
内
定

し
た
こ
と
や
上
場
会
社
を
中
心

と
し
た
有
名
企
業
の
参
加
に
よ

り
本
年
度
も
9
割
の
学
生
が
参

加
す
る
盛
況
振
り
で
あ
っ
た
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
う

求
人
意
欲
は
依
然
と
し
て
強
く
、

ま
た
学
生
の
就
職
に
対
す
る
意

識
も
高
ま
っ
て
い
る
。

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
学
友
会

館
会
議
室
で
E
M
S
推
進
協
議

会
を
開
催
し
た
。
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
っ
た
が
、
大
学
、
学

生
双
方
か
ら
取
り
組
み
の
紹
介

が
あ
り
、
理
解
を
深
め
る
と
共

に
、
今
後
の
環
境
保
全
活
動
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

宮
代
町
の
I
S
O
内
部
監
査
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

「
大
学
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」共
同
実
施
、

埼
玉
県
と
協
定
書
締
結

平
成
20
年
1
月
23
、
24
日
の

2
日
間
、
宮
代
町
の
I
S
O
内

部
監
査
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
し
た
。
監
査
は
、
宮
代

町
の
E
M
S
活
動
が
I
S
O
1

4
0
0
1
規
格
要
求
事
項
に
適

合
し
、
適
切
に
実
施
・
維
持
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
の
事
項
を
確

認
し
評
価
し
た
。

（
I
S
O
推
進
事
務
局
）

シ
ニ
ア
の
積
極
的
な
社
会
参

加
を
目
的
と
す
る
開
放
授
業
の

呼
び
か
け
に
応
え
、
昨
年
12
月

25
日
、
埼
玉
県
庁
で
上
田
知
事

と
柳
澤
学
長
の
間
で
協
定
書
の

交
換
が
行
わ
れ
た
。
対
象
は
県

内
在
住
の
55
歳
以
上
の
方
、
学

部
生
と
共
に
受
講
す
る
。
春
学

期
よ
り
「
日
本
建
築
史
」
、
「
建

築
計
画
3
」
、
「
環
境
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
を
開
講
。
秋
学
期
は
別

科
目
を
開
講
す
る
。
要
項
は
本

学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
。

セ
ン
タ
ー
試
験
が
1
月
19
日

（
土
）
・
1
月
20
日
（
日
）
の
両

日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

本
学
は
、
今
年
度
よ
り
セ
ン

タ
ー
試
験
の
試
験
会
場
（
隔
年

開
催
）
と
な
っ
た
。

懸
念
さ
れ
た
雪
の
心
配
も
杞

平
成
20
年
1
月
17
日
午
後
6

時
30
分
よ
り
学
友
会
館
ホ
ー
ル

に
て
、
学
生
自
治
会
主
催
に
よ

る
第
27
回
成
人
式
講
演
会
が
開

催
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
若

手
お
笑
い
芸
人
の
「
ワ
リ
カ
ン

ジ
ャ
パ
ン
」
の
ラ
イ
ブ
と
雑
誌

等
で
人
気
上
昇
中
の
グ
ラ
ビ

ア
・
ア
イ
ド
ル
「
南
明
奈
」
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
特
に
南
さ
ん

は
現
在
18
歳
で
、
後
輩
の
立
場

か
ら
成
人
を
迎
え
た
先
輩
た
ち

に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

憂
に
終
わ
り
交
通
機
関
の
遅
れ

も
無
く
、
両
日
と
も
に
定
刻
通

り
、
各
試
験
教
科
の
科
目
試
験

が
行
な
わ
れ
た
。

2
日
間
に
わ
た
る
試
験
を
終

え
た
受
験
生
は
、
混
乱
も
な
く

無
事
帰
路
に
つ
い
た
。

【
任
用
】（
1
月
1
日
付
）

◆
森
戸
秀
幸
事
務
職
員
（
総
務
部

総
務
課
）

【
任
命
】（
12
月
20
日
付
）

◆
企
画
室
室
長

原
利
次
教
授

（
再
任
）
◆
教
育
研
究
推
進
室
室
長

波
多
野
純
教
授
（
再
任
）

（
3
月
1
日
付
）

◆
副
理
事
長
　
柳
澤
章
学
長

◆
奥
寺
広
政
事
務
職
員
（
専
門
職

大
学
院
）

【
定
年
退
職
】（
3
月
31
日
付
）

◆
村
川
正
夫
教
授
（
専
門
職
大
学

院
）
◆
酒
井
誠
教
授
（
共
通
教
育

系
）
◆
鈴
木
康
之
教
授
（
共
通
教

育
系
）
◆
藤
崎
雅
彦
講
師
（
共
通

教
育
系
）
◆
石
田
之
則
教
授
（
電

気
電
子
工
学
科
）
◆
市
橋
重
勝
教

授
（
建
築
学
科
）
◆
渡
辺
顯
教
授

（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
◆
樺
澤
康
夫

教
授
（
情
報
工
学
科
）
◆
田
部
井

英
世
助
手
（
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
）

◆
浅
野
ミ
ヱ
子
主
任
（
学
生
支
援

課
）

【
退
職
】（
12
月
22
日
付
）

◆
奥
住
文
徳
事
務
職
員
（
専
門
職

大
学
院
）

（
3
月
31
日
付
）

◆
増
田
伸
爾
教
授
（
専
門
職
大
学

院
）
◆
中
村
洋
一
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
◆
神
力
正
宣
教
授

平
成
20
年
度
の
入
学
予
定
者

を
対
象
に
、
後
援
会
の
支
部
主

催
に
よ
る
「
新
入
会
員
説
明
懇

談
会
（
入
学
説
明
会
）
」
が
、
1

月
27
日
（
日
）
か
ら
3
月
16
日

（
日
）
ま
で
、
全
国
18
会
場
で
開

催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、
入

学
前
の
不
安
が
解
消
で
き
て
良

か
っ
た
、
先
輩
の
体
験
談
を
聞

い
て
参
考
に
な
っ
た
と
好
評
を

得
て
い
る
。

後
援
会

新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
情
報
工
学
科
）
◆
黒
澤
明
教
授

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）
◆
鹿
嶋
泰

好
教
授
（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

◆
藤
野
充
平
教
（CAD/CAM

/
CAE

演
習
室
）

◆
成
田
健
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
12
／
23

〜
27
）
／
目
的
＝
タ
イ
の
省
エ
ネ

促
進
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
実
証
事

業
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
首
都
圏

配
電
公
社
）
と
の
現
地
合
同
会
議

へ
の
出
席
◆
中
村
洋
一
教
授
（
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中

国
（
1
／
9
〜
15
）
／
目
的
＝
第

6
回
画
像
科
学
と
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー

に
関
す
る
国
際
会
議
へ
の
参
加
と

論
文
発
表
◆
北
久
保
茂
准
教
授

（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

中
国
（
1
／
9
〜
15
）
／
目
的
＝

第
6
回
画
像
科
学
・
ハ
ー
ド
コ
ピ

ー
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表
◆
星

野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
1
／
10

〜
14
）
／
目
的
＝
第
6
回
画
像
科

学
・
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
国
際
会
議
の

日
本
側
議
長
、
論
文
発
表
◆
伴
雅

人
准
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
1
／
10

〜
14
）
／
目
的
＝
第
6
回
画
像
科

学
と
印
刷
に
関
す
る
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表
◆
田
中
隆
治
准
教
授

（
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
（
2
／
13
〜
20
）
／

目
的
＝
多
文
化
理
解
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
関
連
打
合
せ
、
建
築
及
び
英

語
関
連
取
材
・
資
料
収
集
◆
中
村

俊
一
郎
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
（
3
／
4
〜
9
）
／
目
的
＝
非

線
形
回
路
と
信
号
処
理
に
関
す
る

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
論
文

発
表
◆
谷
本
直
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
（
3
／
4
〜
11
）
／
目

的
＝
非
線
形
回
路
と
信
号
処
理
に

関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
論
文
発
表
◆
成
田
剛
准
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド

（
3
／
7
〜
16
）
／
目
的
＝
日
本
国

政
府
O
D
A
有
償
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
・
エ
ロ

ー
ラ
ー
石
窟
寺
院
の
保
存
修
復

▼
学
部
及
び
大
学
院

を
卒
業
・
修
了
し
た

諸
君
、
お
め
で
と
う
。

目
標
を
ク
リ
ア
ー
し

た
こ
と
に
対
し
大
い

に
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。
又
、
こ

の
な
か
で
勉
強
の
み

な
ら
ず
課
外
活
動
ま
た
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
通
じ
、
様
々
な
経
験

と
多
く
の
友
達
や
知
人
を
得
た

人
は
、
そ
れ
ら
が
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
必
ず
や
豊
か
に
導
い

て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
い
。

今
日
か
ら
又
、
何
度
目
か
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
自
ら
の
位
置

を
と
り
、
次
の
目
標
に
向
か
っ

て
歩
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

現
在
の
就
職
戦
線
は
「
2
0
0

7
年
問
題
」
も
あ
り
絶
好
調
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
諸
君
の
努
力

の
成
果
で
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、

や
は
り
運
・
不
運
で
言
え
ば
、

今
は
「
運
」
の
強
い
時
で
あ
る
。

そ
れ
を
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
し
、

お
ご
ら
ず
謙
虚
に
、
そ
し
て
、

勇
気
を
持
っ
て
活
躍
し
て
欲
し

い
。
健
闘
を
祈
る
。

（
F
）

（4） 平成20年3月20日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第151号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

1
月
21
日
（
月
）
、
第
6
回
目

と
な
る
懇
親
昼
食
会
が
開
催
さ

れ
た
。
学
生
代
表
と
し
て
学
生

自
治
会
の
委
員
長
・
会
長

が
8
名
、
大
学
側
か
ら
柳

澤
学
長
、
梅
崎
学
生
支
援

部
長
、
吉
見
学
生
支
援
課

長
が
出
席
。
昼
食
を
と
り

な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

学
生
代
表
、
学
長
の
自

己
紹
介
の
後
、
学
生
側
か

ら
ク
ラ
ブ
棟
の
建
て
替
え

に
関
し
て
要
望
が
出
さ
れ

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
大
学

側
も
憂
慮
し
て
お
り
、
鋭
意
検

討
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で

機
械
工
学
科
中
里
裕
一
研
究

室
に
所
属
す
る
同
学
科
4
年
の

佐
川
弘
樹
君
（
福
島
県
立
平
工

業
高
校
出
身
）
と
島
崎
洋
一
君

（
東
京
都
立
科
学
技
術
高
校
出

身
）
が
、
平
成
19
年
11
月
18
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
マ

イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
・

あ
る
。
実
際
、
こ
の
昼
食
会
の

過
去
の
成
果
と
し
て
、
野
球
場

脇
の
屋
外
ト
イ
レ
設
置
が
実
現

し
た
と
い
う
例
も
あ
る
。

そ
の
他
、
ク
ラ
ブ
加
入
者
の

減
少
問
題
、
体
育
祭
や
体
育
の

授
業
へ
の
参
加
、
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
運
営
、
旧
図
書
館
の

利
用
な
ど
の
話
題
に
つ
い
て
、

約
40
分
と
い
う
短
い
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
様
々
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
学
長
が

「
今
回
お
互
い
に
顔
見
知
り
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
も
学
内
で
会
っ
た
際
な
ど
に

は
気
軽
に
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く
く
り
、
閉
会
し

た
。

マ
イ
ク
ロ
ク
リ
ッ
パ
ー
競
技
に

お
い
て
「
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
賞
」
を
受
賞

し
た
。
同
競
技
は
ロ
ボ
ッ
ト
に

迷
路
の
脱
出
を
行
わ
せ
る
も
の

で
、
迷
路
の
探
査
か
ら
脱
出
方

法
の
検
討
ま
で
全
て
ロ
ボ
ッ
ト

搭
載
の
人
工
知
能
で
行
う
。
出

場
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
車
輪
で
移

動
を
す
る
機
体
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
両
君
は
歩
行
型
の
機
体
を

作
製
し
、
会
場
全
体
を
沸
か
せ

高
い
評
価
を
受
け
た
。

博
士
号
取
得

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

課
程
博
士
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k
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（前列左から）吉見課長、清水君、柳澤学長、梅崎部長
（後列左から）長井君、中村君、齋藤君、岡部君、飯島

君、谷口君、長澤君

学
生
代
表
と
柳
澤
学
長
の

第
6
回
懇
親
昼
食
会

「
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」で
受
賞

佐
川
君

島
崎
君

左から島崎君、佐川君

企業担当者の説明を熱心に聞く学生
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好天に恵まれた今年の例祭

天
満
宮
例
祭

平
成
20
年
度
日
本
工
業
大
学

天
満
宮
例
祭
が
、
2
月
23
日
11

時
か
ら
天
満
宮
社
前
に
て
挙
行

さ
れ
た
。

昨
年
10
月
、
小
山
崇
敬
会
会
長
、

前
会
長
で
あ
っ
た
飯
田
顧
問
が

逝
去
さ
れ
た
た
め
今
年
は
会
長

不
在
で
の
例
祭
と
な
っ
た
。
当
日

は
、
川
島
同
会
副
会
長
以
下
、
大

川
理
事
長
、
柳
澤
学
長
等
が
参
列
。

な
お
、
例
祭
の
前
に
開
か
れ

た
幹
事
会
に
お
い
て
新
会
長
に

田
川
鋭
治
氏
が
互
選
さ
れ
た
。

上田知事と県内4大学が協定書の交換（左から2人目が柳澤学長）

新
成
人
式
講
演
会

第27回

人
事
異
動

編 集 後 記
k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

平
成
18
年
度
に
学
生
支
援

部
が
学
生
生
活
の
実
態
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

中
に
は
、
大
学
入
学
後
の
ア

ル
バ
イ
ト
経
験
の
有
無
を
尋

ね
る
項
目
が
あ
り
、
約
74
％

の
学
生
が
「
有
」
と
回
答
し

て
い
る
。
学
生
の
4
人
に
3

人
は
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

シ
ス
テ
ム
工
学
科
3
年
に

在
籍
す
る
佐
々
木
扶
紗
子
さ

ん
は
、
日
本
工
業
大
学
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
購
買
部
と
清

掃
部
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
。
現
在
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
働
く
学
生
は
、
購
買

部
4
名
、
清
掃
部
15
名
。
両

方
を
掛
け
持
っ
て
い
る
の
は
、

彼
女
一
人
だ
け
だ
。

購
買
部
で
は
レ
ジ
と
商
品

の
陳
列
を
1
日
3
〜
4
時
間
、

週
3
日
。
清
掃
部
で
は
建
物

内
の
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
や
本
館

の
窓
拭
き
他
を
19
時
〜
21
時

ま
で
、
週
3
〜
4
日
行
っ
て

い
る
。
授
業
が
あ
る
時
は
、

も
ち
ろ
ん
授
業
が
優
先
だ
。

購
買
部
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
終

え
、
そ
の
足
で
清
掃
部
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
入
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
る
。
学
内
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
は
、
移
動
の
必
要

が
な
い
こ
と
も
大
き
な
利
点

だ
。
ア
ル
バ
イ
ト
仲
間
は
、

学
年
・
学
科
が
違
う
の
で
仕

事
を
進
め
る
に
も
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
出
て
く
る
し
、
他

学
科
の
情
報
も
聞
く
こ
と
が

で
き
面
白
い
と
い
う
。

彼
女
は
、
大
学
に
入
る
ま

で
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
は
な

か
っ
た
。
大
学
に
入
っ
て
か

ら
も
、
学
生
の
本
分
は
勉
強

と
い
う
こ
と
で
ア
ル
バ
イ
ト

は
母
親
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
彼
女
自
身
ア

ル
バ
イ
ト
を
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
強
く
な
る
。

大
学
内
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
な

の
で
安
心
し
て
も
ら
い
た
い
、

勉
強
も
今
ま
で
以
上
に
頑
張

る
と
い
う
条
件
で
、
母
親
を

説
得
し
、
許
可
を
得
た
。
そ

し
て
、
2
年
生
の
春
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
清
掃
部
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
欠
員
が
出
た
こ

と
を
友
達
か
ら
教
え
て
も
ら

う
。
こ
こ
か
ら
彼
女
の
ア
ル

バ
イ
ト
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

彼
女
は
、
清
掃
部
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
経
験
し
た
こ
と
で
、

今
ま
で
以
上
に
大
学
の
も
の

を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
し
、
こ
の
ア
ル
バ
イ

ト
に
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
机
に
書
か
れ
た
落
書
き
、

床
に
付
い
た
ガ
ム
な
ど
に
気

づ
く
こ
と
な
く
大
学
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

今
は
、
机
の
小
さ
な
落
書
き

で
あ
れ
ば
暇
を
見
つ
け
て
消

す
、
教
室
の
移
動
中
に
吸
殻

を
見
つ
け
れ
ば
拾
っ
て
捨
て

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

清
掃
部
で
働
い
て
い
る
学
生

は
み
ん
な
、
ゴ
ミ
の
分
別
は

も
ち
ろ
ん
環
境
の
意
識
に
お

い
て
も
高
い
も
の
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
。

雇
用
側
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
佐
藤
部
長
は
、
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
今

は
欠
員
が
出
た
時
に
補
充
す

る
だ
け
だ
が
、
こ
れ
か
ら
先

も
真
面
目
な
学
生
を
で
き
る

限
り
採
用
し
て
い
き
た
い
と

前
向
き
で
あ
る
。
最
後
に

「
日
工
大
は
ど
う
か
」
と
問
う

と
、
彼
女
は
「
好
き
で
す
」

と
断
言
し
て
く
れ
た
。
大
学

に
対
し
て
抱
く
思
い
は
人
そ

れ
ぞ
れ
だ
。
一
人
で
も
多
く

の
人
が
大
学
を
好
き
で
い
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

佐々木　扶紗子さん
システム工学科3年

（岩手県一関工業高等学校出身）

■アルバイトは
もう一つの学びの道

国
外
出
張（
12
月
後
半
〜
3
月
）

初
め
て
本
学
が
会
場
に

セ
ン
タ
ー
入
試




